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※令和8年より新様式となっていますが、自社
のシステムを利用する等の場合は、当面の間
旧様式にて御申告いただくこともできます。
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類別明細書の記入例〕

明細書糧滅資産用)

13

申告書等送付番号

摘 要

5枚のうち1枚(200,000円)滅失

(省略)
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新様式では’ /Jv-産が発生した場合、
t";事に4をgB入の-え'等額
に滅ル'の'尋が入ります全*
-小の■ぐよ0が入ります
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異動区分」の濯は.1増加、な少.SJEのいずれ力ゆ数字を�雄ください.

資産の種類Jのmは、1構築物2機械及ひ'装置3船舶4航空機5車両及び蓮搬具6ェ具.器具及び備品のいずれ力め数字を�栽ください。
取得年月Jの年号播は.3旧和4平成5令和のいずれかの数字をae載くだれ、.

拓日取得Jの嫡は.冗日旧旧)に取得した場合には1を�栽くだれ、。 +
g動区分Jが取少の場合.取得価額Jの欄に滅4、後の取得価額J (例)全部滅少の場合は…が入i)ます)ら摘要」の柵に滅少訂の取得価額Jをぐgください.
場滅事由Jの欄は.1新品取得、2中古品取得, 3売却, 媛失.»・!), Rの他のいずれかの数字をこ葡戟ください.

1

氏名または名称を。B入して〈ださい。

この種類別明細書について、ページ
数をつけて〈ださい。
(例：総枚数1枚のうち1枚目)

異動区分の欄には「1.増加、2.滅
少、3.訂正Jのいずれかの数字をご
。3入ください。

資産の種類の欄には「1.構築物、

2.機械及び装置、5.車両及び運搬具、
6.工具、機器及び備品」のいずれか
の数宇を。3入して〈ださい。

4
別紙の種類s」明細書に記載の物件番

号を書き写してください。新たに追加
される資産については空欄にしてくだ
さい。

5
資産の名称等をン3入してください。
(漠字.ひらがな可)

6

資産の数畳(個数または台数)を旧
入してください。

7

資産を実際し取得または製作した年
月を記入してください。
年号には「3.昭和、4.平成、5.令

和」の数字を。0入して〈ださい。

8

ル日(1月
1日)に取得
した場合しは
1を53入して

ください。

9

資産を取得するために支出した金
額、または支出すべき金額(附帯費
を含みます。)を記入して〈ださし、。
圧縮。3帳は、償却資産のJ価上ぶめ
られておりませんので、圧縮前の取
得額をホ入して〈ださい。

0

「滅価償却資産の耐用年数等に関する省
令」の別表第1、sj表第2、別表第5及び別
ま第6に掲げる耐用年数を記入して〈ださい。
中古資産について、見積耐用年数を適用して
いる場合はその耐用年数を、また、国税局長
の承認を経て耐用年数を適用している場合は
その耐用年数をg入してください。

1

申告年度につ
きましては、空

欄でかまいませ
ん�

1

r 1 .新品取得、
2.中古品取得、
3.売却、4.滅失、
5.移動、6.その
他」のいずれか
の数値を。B入し
てください。

3
「異動区分」が2.減少の場合、

「取得価額」の欄に減少後の
「取得価額」((例)全部減少
の場合は「0」が入ります)を、
「摘要」の欄に滅少前の「取得
価額」をご旧載〈ださい。
その他、。あ当資産の価額の決

定にあたって必要な事項をS入
してください。
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